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 水質（水の濁り） 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-5 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-5（1） 調査、予測及び評価の手法（水質） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

水
環
境 

水
質 

水
の
濁
り 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

1 調査すべき情報 
① 浮遊物質量の状況 
② 気象の状況 
③ 土壌の状況 
④ その他の予測・評価に必要な事項 

・既存の発生源の状況 
・水利用及び水域利用の状況 

 
 

2 調査の基本的な手法 
① 浮遊物質量の状況 
【文献その他資料調査】 

「町内の河川水質調査結果」（小川町）等の整理及び解析を行
った。 

【現地調査】 
 浮遊物質量：「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年
環境庁告示第59号）に定める方法とした。 
 流量：JIS K 0094 8.4に準拠した。 

 

② 気象の状況 
【文献その他資料調査】 

地域気象観測所の観測資料の整理及び解析を行った。 
 
③ 土壌の状況 
【現地調査】 
 沈降試験：試料より採取した懸濁液のSS濃度を経過時間ごとに
測定する方法とした。 

 

④ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

「土地利用現況図」（埼玉県）、「住宅地図」等の整理及び解
析を行った。 

 

3 調査地域 
対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

4 調査地点 
① 浮遊物質量の状況 

調査地点は、対象事業実施区域北側の木部川、対象事業実施区
域東側の桜沢川、笠原川、飯田川支流、飯田川の各1地点の、図 
6-2-1-10に示す5地点を設定した。 

 
③ 土壌の状況 
【現地調査】 

調査地点は、図 6-2-1-10に示す対象事業実施区域の土壌を代
表する2地点とした。 
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表 6-2-1-5（2） 調査、予測及び評価の手法（水質） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

水
環
境 

水
質 

水
の
濁
り 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

5 調査期間等 
① 浮遊物質量の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
【現地調査】 

平水時の渇水期、豊水期及び降雨時の3回とした。なお、降雨
時の調査は、午前8時から2時間間隔で6回採水を行った 
平水時 渇水期：令和2年12月23日（水） 

豊水期：令和2年9月9日（水） 
降雨時：令和2年10月10日（土） 

 
② 気象の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 
③ 土壌の状況 
【現地調査】 

令和2年6月30日に試料を採取した。 
 
④ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 

 

6 予測の基本的な手法 
濁水発生量は、「面整備事業環境影響評価技術マニュアル」

（平成11年11月、建設省）を参考に予測した。また、調整池排出
口の浮遊物質量（SS）は、調整池の滞留時間を調整池の貯水容量
と調整池へ流入する濁水発生量より求め、土壌沈降試験から求め
た滞留時間との回帰式を用いて算出した。 

 

7 予測地域・予測地点 
予測地域は、排水経路とし、予測地点は調整池排出口とした。 

 

8 予測対象時期 
造成時の施工による水の濁りに係る環境影響が最大となる時

期、緑化が完了し事業活動が定常状態となる時期、太陽光パネル
等の撤去・廃棄による水の濁りに係る環境影響が最大となる時期
とした 

 

9 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

水質への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り
回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 
 

＜国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討＞ 

各調整池からの排水は、桜沢川、笠原川、飯田川（支川含む）
に放流される。これらの河川では「水質汚濁に係る環境基準」の
類型が指定されていないが、全て兜川に合流し、その後槻川に合
流するため、参考として、槻川が指定されているB類型の環境基
準及び水質汚濁防止法の一律排水基準と整合性が図られているか
について評価した。 

より適切な
評価とした。 
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●   調査地点（浮遊物質量の状況） 

■   調査地点（土壌の状況） 

図 6-2-1-10 水質・土壌
調査地点 

対象事業実施区域及び関連施設 
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 地下水の水位及び水脈 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-6 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-6（1） 調査、予測及び評価の手法（水象） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

水
環
境 

水
象 

地
下
水
の
水
位
及
び
水
脈 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

1 調査すべき情報 
① 地下水の状況 
② 降水量等の状況 
③ その他の予測・評価に必要な事項 

・地下水の水位、流向等に影響を及ぼす地層・地質の状況 
・水利用及び水域利用の状況 

 
 

2 調査の基本的な手法 
① 地下水の状況 
【現地調査】 

ボーリング調査及び観測井戸での水位計による測定方法とし
た。 
 

② 降水量等の状況 
【文献その他資料調査】 

「過去の気象データ検索」（気象庁HP）等の整理及び解析を行
った。 

 
③ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

「地形図」、「土地利用現況図」（埼玉県）、現地踏査、ボー
リング調査等の整理及び解析を行った。 

 

3 調査地域 
対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

4 調査地点 
① 地下水の状況 
【現地調査】 

図 6-2-1-11に示す対象事業実施区域内の2地点とする。 

 

5 調査期間等 
① 地下水の状況 
【現地調査】 

1年間とした。 
令和元年11月1日～令和2年10月30日 

 
② 降水量等の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 
③ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 

 

6 予測の基本的な手法 
事業計画（土地改変計画等）をもとに、対象事業実施区域の地

下水位と掘削深度の比較等により影響が生じる可能性を定性的に
予測した。 

 

7 予測地域・予測地点 
予測地域は対象事業実施区域及びその周辺とし、予測地点は調

査地点に準じた。 
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表 6-2-1-6（2） 調査、予測及び評価の手法（水象） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

水
環
境 

水
象 

地
下
水
の
水
位
及
び
水
脈 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

8 予測対象時期 
造成工事等による地下水への影響が最大となる時期とした。 

 

9 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

地下水への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限
り回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 
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図 4.5-1 調査地点（⽔象） 

 

 

  

● 

図 4.5-1 

 

● 

図 6-2-1-11 水象（地下水
位）調査地点 

●   調査地点（水象：地下水位） 

F1 

F2 

対象事業実施区域及び関連施設 
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 地盤（土地の安定性） 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-7 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-7 調査、予測及び評価の手法（地盤） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

そ
の
他
の
環
境 

地
盤 

土
地
の
安
定
性 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

・
施
設
の
稼
働 

1 調査すべき情報 
① 土地の安定性の状況 

 
 

2 調査の基本的な手法 
① 土地の安定性の状況 
【文献その他資料調査】 

「地形図」、現地踏査、測量調査、聞き取り調査の整理及び解
析を行った。 

【現地調査】 
ボーリング調査及び標準貫入試験の整理及び解析を行った。 

現地調査を
追加した。 

3 調査地域 
対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

4 調査期間等 
① 土地の安定性の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
【現地調査】 

 令和2年8月27日～8月29日 

現地調査を
追加した。 

5 予測の基本的な手法 
土地の安定性に関し、表層土壌や地質の状況を把握した上で、

土質工学的手法（斜面安定解析）を用いて予測を行った。 

 

6 予測地域・予測地点 
予測地域は対象事業実施区域とした。 

 

7 予測対象時期 
造成工事等による土地の安定性への影響が最大となる時期とし

た。 

 

8 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

土地の安定性への影響が事業者等により実行可能な範囲内でで
きる限り回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 
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 その他（反射光） 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-8 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-8 調査、予測及び評価の手法（反射光） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

そ
の
他
の
環
境 

そ
の
他 

反
射
光 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

1 調査すべき情報 
① 土地利用の状況 
② 地形の状況 

 
 

2 調査の基本的な手法 
① 土地利用の状況 
【文献その他資料調査】 

「国土地理院 電子地形図25000」の整理及び解析により行っ
た。調査範囲内の住居等、学校、病院、住居、オフィス等、反射
光による影響が予想される施設の配置の状況を確認した。 

 
② 地形の状況 
【文献その他資料調査】 

地形の状況は、「国土地理院 電子地形図25000」及び事業計画
より、反射光により影響の及ぶ可能性のある住居とパネルの設置
状況（パネルの向き、設置角）を確認し、地形的にどのような位
置関係にあるかを把握した。 

 

3 調査地域 
対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

4 調査期間等 
① 土地利用の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 

② 地形の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 

 

5 予測の基本的な手法 
事業計画及び土地利用の状況・地形の状況調査から明らかとな

った、予測対象の住居とパネルの位置関係から、反射光が住居に
当たるケースでの入射光の方向（方位、高度）を求めた。その入
射光の方向と、春分・夏至・秋分・冬至の太陽の方位・高度とを
比較することにより、反射光が住居に当たる可能性を確認した。 

より適切な
表記とした。 

6 予測地域・予測地点 
予測地域・地点は、土地利用の状況及び地形の状況の調査結果

によって確認された、反射光による影響が及ぶ可能性のある住居
及び影響を及ぼす可能性のあるパネルを対象とし設定した。 

より適切な
表記とした。 

7 予測対象時期 
施設が定常状態で運転している時期の春分、夏至、秋分及び冬

至の日の4つの時点を踏まえ、反射光による影響が予測される時
期を対象とした。 

 

8 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

反射光の影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り
回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 
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 動物 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-9 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-9（1） 調査、予測及び評価の手法（動物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

動
物 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

1 調査すべき情報 
① 動物相の状況 

・哺乳類の状況、鳥類の状況（一般鳥類）、鳥類の状況（猛
禽類）、爬虫類の状況、両生類の状況、昆虫類の状況、魚
類の状況、底生動物の状況 

② 重要な種及び注目すべき生息地の分布、生息の状況及び生息
環境の状況 

③ その他の予測・評価に必要な事項 
・広域的な動物相及び動物分布の状況 
・過去の動物相の変遷 
・地域住民その他の人との関わりの状況 

 

2 調査の基本的な手法 
① 動物相の状況 
【文献その他資料調査】 

「自然環境保全基礎調査」（第3回、第5回）等の整理及び解析
を行った。 

【現地調査】 
 哺乳類の状況：フィールドサイン法、トラップ法、無人撮影
法、夜間調査 
 鳥類の状況（一般鳥類）：ラインセンサス法、ポイントセンサ
ス法、任意観察夜間調査（任意踏査）、夜間・早朝調査（囀り
調査） 
 鳥類の状況（猛禽類）：定点調査、林内踏査 
 爬虫類の状況：直接観察 
 両生類の状況：直接観察 
 昆虫類の状況：任意採集、直接観察、トラップ法、夜間調査
（ホタル類） 
 魚類の状況：捕獲、直接観察 
 底生動物の状況：任意採取、直接観察 
 

② 重要な種及び注目すべき生息地の分布、生息の状況及び生息
環境の状況 

【文献その他資料調査】 
「環境省報道発表資料 環境省レッドリスト2020の公表につい

て」(令和2年、環境省)及び「埼玉県レッドデータブック動物編 
2018(第4版)」（2018年、埼玉県）等による情報の収集並びに当
該情報の整理及び解析を行った。 

 
③ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

「小川町の歴史 別編 小川町の自然 動物編」（平成12年3
月、小川町）等による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析
を行った。 

より適切な
方法を選定
した。 
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表 6-2-1-9（2） 調査、予測及び評価の手法（動物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

動
物 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

3 調査地域 
【文献その他資料調査】 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 
【現地調査】 

対象事業実施区域及びその周辺200mの範囲とした。なお、鳥類
（猛禽類）については、対象事業実施区域及びその周辺（200mの
範囲以上を含む）を基本とし、猛禽類の出現状況に応じて適宜拡
大した。魚類、底生動物については対象事業実施区域及びその周
辺の河川とした。 

 

4 調査地点 
① 動物相の状況 
【現地調査】 
 哺乳類の状況：フィールドサイン法及び夜間調査は特定の調査
地点を設定せず、調査地域全域を対象とした。無人撮影法及び
トラップ法の調査地点（6地点）は、図 6-2-1-12に示すとおり
である。 
 鳥類の状況（一般鳥類）：任意観察及び夜間調査（任意踏査）
は特定の調査地点を設定せず、調査地域全域を対象とした。ラ
インセンサス法の調査ルート（4ルート）、ポイントセンサス
法（4地点）及び夜間・早朝調査（囀り調査）の調査地点（5地
点）は、図 6-2-1-13に示すとおりである。 
 鳥類の状況（猛禽類）：定点調査の調査地点（5地点）及びそ
の視野範囲は、図 6-2-1-14に示すとおりである。 
 爬虫類の状況：特定の調査地点を設定せず、調査地域全域を対
象とした。 
 両生類の状況：特定の調査地点を設定せず、調査地域全域を対
象とした。 
 昆虫類の状況：任意採集、直接観察及び夜間調査は特定の調査
地点を設定せず、調査地域全域を対象とした。トラップ法の調
査地点（ベイトトラップ6地点、ライトトラップ6地点）は、図 
6-2-1-15に示すとおりである 
 魚類の状況：捕獲及び直接観察による調査地点（8地点）は、
図 6-2-1-16に示すとおりである。 
 底生動物の状況：魚類の調査地点と同様とした（8地点） 
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表 6-2-1-9（3） 調査、予測及び評価の手法（動物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

動
物 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

5 調査期間等 
① 動物相の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
【現地調査】 
 哺乳類の状況 
季節 

区分 
調査区分 調査期間 

秋季 

フィールド

サイン法 

令和元年 10 月 15 日～令和元年 10 月 18 日 

令和元年 11 月 5日～令和元年 11 月 8日 

トラップ法 

無人撮影法 
令和元年 11 月 5日～令和元年 11 月 7日 

夜間調査 令和 2年 9月 7日～令和 2 年 9月 8日 

冬季 

フィールド

サイン調査 
令和 2年 1月 20 日～令和 2 年 1月 23 日 

無人撮影法 令和 2年 1月 20 日～令和 2 年 1月 22 日 

春季 

フィールド

サイン法 
令和 2年 5月 18 日～令和 2 年 5月 21 日 

トラップ法 

無人撮影法 
令和 2年 5月 18 日～令和 2 年 5月 21 日 

夜間調査 令和 2年 5月 20 日、令和 2 年 5月 25 日 

夏季 

フィールド

サイン法 
令和 2年 8月 3日～令和 2 年 8月 6日 

無人撮影法 令和 2年 5月 26 日、令和 2 年 5月 28 日 

夜間調査 令和 2年 8月 3日 

 
 鳥類の状況（一般鳥類） 
季節区

分 
調査区分 調査期間 

秋季 

ラインセン

サス調査 
令和元年 10 月 17 日 

ポイントセ

ンサス調査 
令和元年 10 月 17 日 

任意観察 令和元年 10 月 16 日～令和元年 10 月 18 日 

冬季 

ラインセン

サス調査 
令和 2年 1月 21 日～令和 2 年 1月 22 日 

ポイントセ

ンサス調査 
令和 2年 1月 21 日～令和 2 年 1月 22 日 

任意観察 令和 2年 1月 20 日～令和 2 年 1月 23 日 

夜間調査（任

意踏査） 
令和 2年 1月 21 日 
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表 6-2-1-9（4） 調査、予測及び評価の手法（動物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

動
物 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

 鳥類の状況（一般鳥類） 
季節区

分 
調査区分 調査期間 

春季 

ラインセン

サス調査 
令和 2年 5月 26 日 

ポイントセ

ンサス調査 
令和 2年 5月 26 日 

任意観察 令和 2年 5月 25 日～令和 2 年 5月 26 日 

夜間調査（任

意踏査） 
令和 2年 5月 7日～令和 2 年 5月 8日 

夜間・早朝調

査（囀り調

査） 

令和 2年 5月 7日～令和 2 年 5月 9日 

令和 2年 5月 18 日、令和 2 年 5月 19 日 

令和 2年 5月 21 日～令和 2 年 5月 22 日 

令和 2年 5月 27 日～令和 2 年 5月 29 日 

繁殖期 

ラインセン

サス調査 
令和 2年 6月 15 日～令和 2 年 6月 16 日 

ポイントセ

ンサス調査 
令和 2年 6月 15 日～令和 2 年 6月 16 日 

任意観察 令和 2年 6月 15 日～令和 2 年 6月 18 日 

夜間調査（任

意踏査） 
令和 2年 6月 15 日 

夏季 

ラインセン

サス調査 
令和 2年 8月 12 日～令和 2 年 8月 13 日 

ポイントセ

ンサス調査 
令和 2年 8月 12 日～令和 2 年 8月 13 日 

任意観察 令和 2年 8月 11 日～令和 2 年 8月 14 日 

 
 鳥類の状況（猛禽類） 

調査期間 

令和 2年 1月 21 日～令和 2 年 1月 23 日 

令和 2年 2月 17 日～令和 2 年 2月 19 日 

令和 2年 3月 16 日～令和 2 年 3月 18 日 

令和 2年 5月 7日～令和 2 年 5月 9日 

令和 2年 5月 27 日～令和 2 年 5月 29 日 

令和 2年 6月 15 日～令和 2 年 6月 17 日 

令和 2年 6月 29 日～令和 2 年 6月 30 日※ 

令和 2年 7月 13 日～令和 2 年 7月 15 日 

令和 2年 8月 11 日～令和 2 年 8月 13 日 

 
 爬虫類の状況、両生類の状況 

季節区分 調査期間 

秋季 令和元年 10 月 15 日～令和元年 10 月 18 日 

早春季（両生類） 令和 2年 3月 23 日～令和 2 年 3月 25 日 

春季 
令和 2年 5月 18 日～令和 2 年 5月 21 日 

令和 2年 5月 27 日 

夏季 令和 2年 8月 3日～令和 2 年 8月 6日 
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表 6-2-1-9（5） 調査、予測及び評価の手法（動物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

動
物 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

 昆虫類の状況 

季節 

区分 
調査区分 調査期間 

秋季 

任意採集 

令和元年 10 月 15 日～令和元年 10 月 18 日 直接観察 

トラップ法 

春季 

任意採集 
令和 2年 5月 17 日～令和 2 年 5月 18 日 

令和 2年 5月 21 日～令和 2 年 5月 22 日 
直接観察 

トラップ法 

夏季 

任意採集 

令和 2年 8月 3日～令和 2 年 8月 6日 直接観察 

トラップ法 

夜間調査（ホタ

ル類） 
令和 2年 6月 15 日 

 
 魚類の状況 
季節 

区分 
調査区分 調査期間 

春季 
捕獲 

令和 2年 5月 13 日～令和元年 5月 15 日 
直接観察 

秋季 
捕獲 

令和 2年 9月 7日～令和 2 年 9月 9日 
直接観察 

 
 底生動物の状況 
季節 

区分 
調査区分 調査期間 

早春季 
任意採取 

令和 2年 3月 23 日～令和元年 3月 25 日 
直接観察 

夏季 
任意採取 

令和 2年 8月 24 日～令和 2 年 8月 26 日 
直接観察 

 
② 重要な種及び注目すべき生息地の分布、生息の状況及び生息

環境の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 
③ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
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表 6-2-1-9（6） 調査、予測及び評価の手法（動物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

動
物 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

6 予測の基本的な手法 
重要な種及び注目すべき生息地へ生じる直接的、間接的な環境

影響の変化の程度を定量的に把握し、文献その他の資料調査及び
現地調査の結果を踏まえ、文献その他の資料による類似事例の引
用又は解析により予測するものとし、必要に応じて専門家等の助
言を得ることとした。 

より適切な
表記とした。 

7 予測地域・予測地点 
予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

8 予測対象時期 
工事の実施による動物の生息環境への影響が最大となる時期、

緑地の復元が安定し、太陽光発電所の運転が定常状態の時期、太
陽光パネル等の撤去・廃棄による動物への影響が最大となる時期
とした。 

 

9 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

動物への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り
回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 
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図 6-2-1-12 哺乳類調査地点 
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図 6-2-1-13 鳥類調査地点・

調査ルート 
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図 6-2-1-14 猛禽類定点調査

地点及び視野範囲 



6-48(393) 

 

図 6-2-1-15 昆虫類調査地点 
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図 6-2-1-16 魚類・底生動物

調査地点 
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 植物 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-10 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-10（1） 調査、予測及び評価の手法（植物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

植
物 

植
物 

重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
撤
去
・
廃
棄
施
設
の
稼
働 

1 調査すべき情報 
① 種子植物その他主な植物に関する植物相の状況 
② 種子植物その他主な植物に関する植生の状況 
③ 植生の基盤となる地形・土壌の状況 
④ 重要な種及び重要な群落の分布、生育の状況及び生育環境の

状況 
⑤ その他の予測・評価に必要な事項 

・広域的な植物相及び植生の状況 
・過去の植生の変遷 
・地域住民その他の人との関わりの状況 

 

2 調査の基本的な手法 
① 種子植物その他主な植物に関する植物相の状況 
【文献その他資料調査】 

「1998年版 埼玉県植物誌」（埼玉県教育委員会，1998年）等
の整理及び解析を行った。 

【現地調査】 
 植物相調査：調査地域全域を踏査し、目視により確認された植
物種（シダ植物以上の高等植物）の種名と生育状況を調査票に
記録した。 
 

② 種子植物その他主な植物に関する植生の状況 
【文献その他資料調査】 

「自然環境保全基礎調査」（第6回～第7回）等の整理及び解析
を行った。 

【現地調査】 
 植生図作成：調査地域の範囲を航空写真の判読によって植生及
び裸地等の境界を決定し、現地調査により加筆・修正すること
により作成した。 
 植生調査：調査地域の範囲に存在する各植物群落を代表する地
点において、ブラウン-ブランケの植物社会学的方法に基づ
き、コドラート内の各植物の被度・群度を記録することにより
行った。コドラートの大きさは対象とする群落により異なる
が、樹林地で10m×10m～20m×20m、草地で1m×1m～5m×5m程度
をおおよその目安とした。各コドラートについて生育種を確認
し、階層の区分、各植物の被度・群度を記録した。 
 

③ 植生の基盤となる地形・土壌の状況 
【文献その他資料調査】 

「土壌図」等の整理及び解析を行った。 
 
④ 重要な種及び重要な群落の分布、生育の状況及び生育環境の

状況 
【文献その他資料調査】 

文献その他の資料調査により確認された植物及び植生につい
て、学術上又は希少性の観点から重要な種及び重要な群落を抽出
した。 

【現地調査】 
現地調査により確認された植物及び植生について、学術上又は

希少性の観点から重要な種及び重要な群落を抽出した。 

より適切な
表記とした。 
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表 6-2-1-10（2） 調査、予測及び評価の手法（植物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

植
物 

植
物 

重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
撤
去
・
廃
棄
施
設
の
稼
働 

⑤ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

「小川町の歴史 別編 小川町の自然 植物編」（平成12年3
月、小川町）等による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析
を行った。 

 

3 調査地域 
【文献その他資料調査】 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 
【現地調査】 

対象事業実施区域及びその周辺約200mの範囲とした。 

 

4 調査地点 
① 種子植物その他主な植物に関する植物相の状況 
【現地調査】 

特定の調査地点を設定せず、調査地域全域を対象とした。 
 

② 種子植物その他主な植物に関する植生の状況 
【現地調査】 

植生の調査地点は、図 6-2-1-17に示すとおりとした。 

 

5 調査期間等 
① 種子植物その他主な植物に関する植物相の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
【現地調査】 

季節区分 調査期間 

秋季 令和元年 10 月 15 日～令和元年 10月 18 日 

早春季 
令和 2年 3月 26 日～令和 2 年 3月 27 日 
令和 2年 3月 30 日～令和 2 年 3月 31 日 

春季 令和 2年 5月 25 日～令和 2 年 5月 28 日 

夏季 令和 2年 8月 3 日～令和 2 年 8月 6日 

 
② 種子植物その他主な植物に関する植生の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
【現地調査】 

季節区分 調査期間 

夏季 
令和 2年 7月 6日～平成 2年 7月 9日 
令和 2年 8月 3日～令和 2年 8月 5日 

秋季 令和 2年 9月 4 日、令和 2 年 9月 29 日 

 
③ 植生の基盤となる地形・土壌の状況 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 
④ 重要な種及び重要な群落の分布、生育の状況及び生育環境の

状況 
「①種子植物その他主な植物に関する植物相の状況」と同様と

する。 
 
⑤ その他の予測・評価に必要な事項 
【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
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表 6-2-1-10（3） 調査、予測及び評価の手法（植物） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

植
物 

植
物 

重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落 

・
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
等
撤
去
・
廃
棄
施
設
の
稼
働 

6 予測の基本的な手法 
重要な種へ生じる直接的、間接的な環境影響の変化の程度を定

量的に把握し、文献その他の資料調査及び現地調査の結果を踏ま
え、文献その他の資料による類似事例の引用又は解析により予測
するものとし、必要に応じて専門家等の助言を得ることとした。 

より適切な
表記とした。 

7 予測地域・予測地点 
予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

8 予測対象時期 
工事の実施による植物の生育環境への影響が最大となる時期、

緑地の復元が安定し、太陽光発電所の運転が定常状態の時期、太
陽光パネル等の撤去・廃棄による植物への影響が最大となる時期
とした。 

 

9 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

植物への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り
回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 

 

 

  



6-53(398) 

 

図 6-2-1-17 植生調査地点 



6-54(399) 

 

 生態系 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-11 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-11（1） 調査、予測及び評価の手法（生態系） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

生
態
系 

生
態
系 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

1 調査すべき情報 
① 動植物その他の自然環境に係る概況 
② 複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息若しく

は生育環境の状況 

 

2 調査の基本的な手法 
① 動植物その他の自然環境に係る概況 
【文献その他資料調査】 

対象事業実施区域及びその周辺を対象として、文献その他資料
による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析を行った。 

【現地調査】 
動物及び植物に係る概況について環境類型区分図を作成し、動

植物調査結果の重ね合わせを行いながら、生態系の概況について
食物連鎖模式図等を作成した。 
 

② 複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息若しく
は生育環境の状況 
対象事業実施区域及びその周辺における地域の生態系への影響

を把握するため、「上位性」、「典型性」及び「特殊性」の観点
から、注目種を抽出した。 
・上位性（ノスリ）： 

調査項目 調査手法 

出現環境調

査 

・動物の猛禽類の調査として、定点調査により本種の飛翔

の確認に努めた。確認された場合に飛翔軌跡の他、飛翔

中に確認された行動を記録した。 

・調査定点は 5地点とした。 

餌資源調査 

（ネズミ

類） 

・動物の哺乳類の調査として、シャーマントラップを用い

てネズミ類を捕獲した。 

・トラップ設置地点は環境類型区分を基に設定した。対象

事業実施区域に占める面積が大きい 3 つの環境類型を調

査対象とし、1 タイプあたり 2 地点、計 6 地点で調査を

実施した。 

【対象環境類型】 

落葉・常緑広葉樹林（面積比約 49％）、スギ・ヒノキ植

林（面積比約 31％）、草地・農耕地（面積比 16％） 

・トラップ数は 1地点あたり 20 個とし、1昼夜設置した。

誘因餌はピーナッツとした。 

餌資源調査 

（モグラ

類） 

・動物の哺乳類の調査として、調査地域を任意に踏査し、

モグラ類の塚・坑道・死体等を目視確認した。 

餌組成調査 

（当初） 

・巣内育雛期終了直後に営巣木直下を探索し、ペリット等

の食痕を採集する。採集したペリットを乾燥・分離し、

含まれる餌動物の獣毛や骨片等を計数する。計数結果か

ら、ペリット中に含まれる最小のネズミ類及びモグラ類

の個体数を推定する。 

（繁殖に途中失敗したため、変更） 

・文献その他資料調査により、本種の餌種への依存率を把

握した。 
 

より適切な
手法とした。 
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表 6-2-1-11（2） 調査、予測及び評価の手法（生態系） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

生
態
系 

生
態
系 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

・典型性注目種（タヌキ）： 
 
調査 

項目 
調査手法 

出現環

境調査 

・動物の哺乳類の調査として、調査地域を任意に踏査し、

タヌキの足跡や糞等を目視確認した。 

餌資源

調査 

（ネズ

ミ類） 

・動物の哺乳類の調査として、シャーマントラップを用い

てネズミ類を捕獲した。 

・トラップ設置地点は環境類型区分を基に設定した。対象

事業実施区域に占める面積が大きい 3 つの環境類型を

調査対象とし、1タイプあたり 2地点、計 6地点で調査

を実施した。 

【対象環境類型】 

落葉・常緑広葉樹林（面積比約 49％）、スギ・ヒノキ植

林（面積比約 31％）、草地・農耕地（面積比 16％） 

・トラップ数は 1地点あたり 20 個とし、1昼夜設置した。

誘因餌はピーナッツとした。 

餌資源

調査 

（モグ

ラ類） 

・動物の哺乳類の調査として、調査地域を任意に踏査し、

モグラ類の塚・坑道・死体等を目視確認した。 

餌資源

調査 

（土壌

動物） 

・50cm×50cm のコドラートに含まれる土壌から、ハンド

ソーティングにより土壌動物を採集した。 

・調査地点は調査地域の植生タイプや土壌タイプ等を考

慮し、計 20 地点とした。 

・コドラートは 1m～2m 程度の間隔で 1地点あたり 4箇所

設置し、計 1m2の範囲を調査した。 

・各調査地点で採集した土壌動物の質重量を記録した。 

餌資源

調査 

（サワ

ガニ及

びザリ

ガニ） 

・調査地域内の河川及びその上流の沢に生息するサワガ

ニ及びアメリカザリガニを採集した。 

・調査地点は河川及びその上流の沢の延長に応じて設定

し、2～3地点/河川・沢とした。 

・各調査地点において、40m の範囲を 2 人×30 分の努力

量で調査した。 

・各調査地点で採集したサワガニ及びアメリカザリガニ

について、個体数及び質重量を記録した。 

餌資源

調査 

（植

物） 

・植物の植生の調査として、調査地域内で確認された各植

物群落について、植物社会学的手法により群落組成（群

落の構成種、その被度・群度等）を記録した。 

餌組成

調査 

・調査地域を任意に踏査し、タヌキの糞を採集した。採集

した糞を洗浄し、含まれる餌動物の痕跡を計数して食

性を分析した。 

 
 

より適切な
手法とした。 
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表 6-2-1-11（3） 調査、予測及び評価の手法（生態系） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

生
態
系 

生
態
系 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

・特殊性注目種（ミゾゴイ）： 
調査 

項目 
調査手法 

出現環境

調査 

・落葉期に調査地域を任意に踏査し、古巣を含むミゾゴイ

の巣を目視確認した。巣が確認された場合は、その位置

等を記録した。 

餌資源調

査 

（土壌動

物） 

・50cm×50cm のコドラートに含まれる土壌から、ハンドソ

ーティングにより土壌動物を採集した。 

・調査地点は調査地域の植生タイプや土壌タイプ等を考

慮し、計 20 地点とした。 

・コドラートは 1m～2m 程度の間隔で 1 地点あたり 4 箇所

設置し、計 1m2の範囲を調査した。 

・各調査地点で採集した土壌動物の質重量を記録した。 

餌資源調

査 

（サワガ

ニ） 

・調査地域内の河川及びその上流の沢に生息するサワガ

ニを採集した。 

・調査地点は河川及びその上流の沢の延長に応じて設定

し、2～3地点/河川・沢とした。 

・各調査地点において、40m の範囲を 2人×30 分の努力量

で調査した。 

・各調査地点で採集したサワガニについて、個体数及び質

重量を記録した。 

餌組成調

査 

（当初） 

・営巣木直下を探索し、ペリット等の食痕を採集する。採

集したペリットを乾燥・分離し、含まれる餌動物の外骨

格等を計数する。計数結果から、ペリット中に含まれる

土壌動物及びサワガニの割合を推定する。 

（繁殖が確認されなかったため、変更） 

・文献その他資料調査により、本種の餌種への依存率を把

握した。 

 
 

より適切な
手法とした。 

3 調査地域 
【文献その他資料調査】 

対象事業実施区域及びその周辺とした。 
【現地調査】 

対象事業実施区域及びその周辺約200mの範囲とした。 

 

4 調査地点 
① 動植物その他の自然環境に係る概況 
【現地調査】 

調査地域内に生息又は生育すると想定される注目種等の主要な
分布地及びその周囲における地点又は経路とし、動物、植物の調
査地点を基本とした。 
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表 6-2-1-11（4） 調査、予測及び評価の手法（生態系） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

生
態
系 

生
態
系 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

5 調査期間等 
② 動植物その他の自然環境に係る概況 
【現地調査】 

・上位性（ノスリ）： 
調査項
目 

調査区分 調査期間 

出現環
境調査 

定点調査 令和 2 年 1月 21 日(火) ～ 23 日 

令和 2 年 2月 17 日(月) ～ 19 日 

令和 2 年 3月 16 日(月) ～ 18 日 

令和 2 年 5月 7 日(木) ～ 9 日 

令和 2 年 5月 27 日(水) ～ 29 日 

令和 2 年 6月 15 日(月) ～ 17 日 

令和 2 年 6月 29 日(月) ～ 30 日 

令和 2 年 7月 13 日(月) ～ 15 日 

令和 2 年 8月 11 日(火) ～ 13 日 

餌資源
調査 

トラップ法 
（ネズミ類
対象） 

秋 ：令和 元年 11 月 5 日(火) ～ 7 日 

春 ：令和 2 年 5 月 18 日(月) ～ 21 日 

フィールド
サイン法 
（モグラ類
対象） 

秋 ：令和 元年 10 月 15 日(火) ～ 18 日 

 11 月 5 日(火) ～ 8 日 

冬 ：令和 2 年 1 月 20 日(月) ～ 23 日 

春 ：令和 2 年 5 月 18 日(月) ～ 21 日 

夏 ：令和 2 年 8 月 3 日(月) ～ 6 日 

餌組成
調査 

食痕採集・分
析 

－ 

 
・典型性注目種（タヌキ）： 

調査 
項目 

調査区分 調査期間 

出現環
境調査 

フィールド
サイン法 

秋 ：令和 元年 10 月 15 日(火)～ 18 日 

 11 月 5 日(火) ～ 8 日 

冬 ：令和 2 年 1 月 20 日(月) ～ 23 日 

春 ：令和 2 年 5 月 18 日(月) ～ 21 日 

夏 ：令和 2 年 8 月 3 日(月) ～ 6 日 

餌資源
調査 

トラップ法 
（ネズミ類
対象） 

秋 ：令和 元年 11 月 5 日(火) ～ 7 日 

春 ：令和 2 年 5 月 18 日(月) ～ 21 日 

フィールド
サイン法 
（モグラ類
対象） 

秋 ：令和 元年 10 月 15 日(火) ～ 18 日 

 11 月 5 日(火) ～ 8 日 

冬 ：令和 2 年 1 月 20 日(月) ～ 23 日 

春 ：令和 2 年 5 月 18 日(月) ～ 21 日 

夏 ：令和 2 年 8 月 3 日(月) ～ 6 日 

コドラート
法（土壌動物
対象） 

令和 2 年 10 月 6 日(火) ～ 7 日 

令和 2 年 10 月 20 日(火) ～ 21 日 

令和 2 年 10 月 27 日(火)  

任意採集（ｻﾜ
ｶﾞﾆ及びｻﾞﾘ
ｶﾞﾆ対象） 

令和 2 年 10 月 14 日(水) ～ 15 日 

令和 2 年 10 月 19 日(月) ～ 21 日 

植生調査（植
物対象） 

夏 ：令和 2 年 7 月 6 日(月) ～ 9 日 

 ：令和 2 年 8 月 3 日(月) ～ 5 日 

秋 ：令和 2 年 9 月 4 日(金) 、 29 日 

餌組成
調査 

糞採集・分析 令和 2 年 10 月 9 日(金)  

令和 2 年 10 月 19 日(月)  
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表 6-2-1-11（5） 調査、予測及び評価の手法（生態系） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

生
態
系 

生
態
系 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

・
工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
、
建
設
機
械
の
稼
働
、
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
、
施
設
の
稼
働
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
撤
去
・
廃
棄 

・特殊性注目種（ミゾゴイ）： 
調査 
項目 

調査区分 調査期間 

出現環
境調査 

営巣地確認
調査 

令和 2 年 12 月 23 日(水) ～ 24 日(木)

餌資源
調査 

コドラート
法 

令和 2 年 10 月 6 日(火) ～ 7 日(水)

（土壌動物
対象） 

令和 2 年 10 月 20 日(火) ～ 21 日(水)

令和 2 年 10 月 27 日(火)  

任意採集 
（サワガニ
対象） 

令和 2 年 10 月 14 日(水) ～ 15 日(木)

令和 2 年 10 月 19 日(月) ～ 21 日(水)

餌組成
調査 

食痕採集・分
析 

－ 

 
 

 

6 予測の基本的な手法 
予測の対象は、上位性の注目種として選定したノスリ、典型性

の注目種として選定したタヌキ及び特殊性の注目種として選定し
たミゾゴイとした。文献その他の資料調査及び現地調査の結果を
踏まえ、注目種の消失・縮小、生息地の質的変化の程度について
事業計画との重ね合わせ、科学的知見を参考に影響を予測した。 

 

7 予測地域・予測地点 
予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

8 予測対象時期 
工事の実施による動物の生息環境への影響が最大となる時期、

緑地の復元が安定し、太陽光発電所の運転が定常状態の時期、太
陽光パネル等の撤去・廃棄による動物への影響が最大となる時期
とした 

 

9 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

生態系への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限
り回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 
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 景観 

調査、予測及び評価の手法は、表 6-2-1-12 に示すとおりである。 

 

表 6-2-1-12（1） 調査、予測及び評価の手法（景観） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

景
観 

景
観 

主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

1 調査すべき情報 
① 主要な眺望点の状況 
② 景観資源の状況 
③ 主要な眺望景観の状況 
④ その他の予測・評価に必要な事項 

・地域の景観特性・地形・地質、植物、史跡・文化財などの状況 
・土地利用の状況 

 

2 調査の基本的な手法 
① 主要な眺望点の状況 

【文献その他資料調査】 

調査地域に存在する不特定多数の者が利用する場所及び地域住
民が日常生活上慣れ親しんでいる場所について、自治体ホームペ
ージ、各種観光パンフレット、聞き取り等による情報を収集、整
理するとともに、太陽光発電施設の可視領域についても検討を行
った。 

 
② 景観資源の状況 

【文献その他資料調査】 

対象事業実施区域周辺に存在する景観資源の分布等の状況につ
いて、文献その他資料に基づき調査した。 

 
③ 主要な眺望景観の状況 
【現地調査】 

主要な眺望景観の状況について、現地踏査を実施し、目視確認
及びカメラによる写真撮影を行った。 
なお、写真撮影の条件として、レンズの焦点距離は29㎜（35㎜

判換算）、撮影の高さは地盤から1.5mの位置に設定した。 

 

④ その他の予測・評価に必要な事項 

【文献その他資料調査】 

「土地利用現況図」（埼玉県）、「地形図」等の整理及び解析
を行った。 

より適切な
方法とした。 

3 調査地域 
対象事業実施区域からおおよそ3㎞範囲内とした。 

 

4 調査地点 
③ 主要な眺望景観の状況 
【現地調査】 

調査地点は、「①主要な眺望点の状況」で抽出した14地点のう
ち、図 6-2-1-18に示すとおり、対象事業実施区域からおおよそ
3km範囲内に存在する、もしくは可視領域内に位置する地点と
し、13地点とした。 

調査地点を
追加した。 

 

 

  



6-60(405) 

 

表 6-2-1-12（2） 調査、予測及び評価の手法（景観） 

項 目 
調査、予測及び評価の手法 

方法書から 
の変更点 

環境要素 
の区分 

影響要因 
の区分 

景
観 

景
観 

主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観 

・
地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

5 調査期間等 
① 主要な眺望点の状況 

【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 
② 景観資源の状況 

【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 
 
③ 主要な眺望景観の状況 
【現地調査】 

落葉期及び着葉期の好天日を対象として調査を行った。 
 

区分 調査期間 

落葉期 

令和 2年 1月 30 日（木） 
令和 2年 1月 31 日（金） 
令和 2年 2月 18 日（火） 
令和 2年 3月 3日（火） 
令和 3年 1月 19 日（火） 

着葉期 
令和 2年 8月 6日（木） 
令和 2年 8月 7日（金） 
令和 2年 8月 20 日（木） 

 
④ その他の予測・評価に必要な事項 

【文献その他資料調査】 

最新の資料とした。 

 

6 予測の基本的な手法 
① 主要な眺望点及び景観資源 

主要な眺望点及び景観資源の位置と対象事業実施区域を重ねる
ことにより影響の有無を予測した。 

② 主要な眺望景観 
主要な眺望景観について、フォトモンタージュ法による視覚的

な表現手法により景観の変化について予測した。 

予測事項を
追加した。 

7 予測地域・予測地点 
主要な眺望景観の予測地点は、現地調査結果に基づき、景観の

現地調査を実施した13地点のうち、眺望景観及び利用の状況等か
ら選定した6地点を対象とした。 

予測地点を
追加した。 

8 予測対象時期 
太陽光発電所施設が完成した時期とした。 

 

9 評価の手法 

＜環境影響の回避・低減に係る評価＞ 

景観への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り
回避され、又は低減されているかどうかを評価した。 

 

＜国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討＞ 

「埼玉県景観条例」及び「埼玉県景観計画」に示されている景
観形成基準に整合しているものと評価した。 
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小川町 

寄居町 

東秩父村 

ときがわ町 

図 6-2-1-18 主要な 

眺望景観の調査地点 


